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　はじめに  
　最近の衣服には、生活の多様化と情報の影響を受けつつ、生
活の気分を楽しみながらファッションを味わうところが見受けられる
ようになった。野暮な登山姿の中に花が咲いたような山ガール
ファッションもその現れであろう。しかも従来のデザイン、素材、色、
体型、機能性、着こなしなどに加え、シルエットがきれい、質が良
い、背景やコンセプトがはっきりしている、意味がある、男女差が曖
昧なものなど様々な要因を受けながらファッション性が高められて
きている。男女差の曖昧さの中には、男性がスカート風のものをパ
ンツに重ね巻いたり、古着においては、男性物、女性物に関わら
ず、気に入れば、男性が女性物を女性が男性物を着用することも
ままあったりする。そうかといえば、ルーズであったり、フィット感で
着こなしてみたり、引きずる感もあればロールアップもあり、何が流
行で何が正統な着こなしかがわからなくなってきている。要する
に、自分だけの1着を求める若者が増えてきているのである。巷に
あふれる流行商品よりは、独特の雰囲気を持った個性的な1着に
価値を見出す昨今でもある。
　
　パンツもしかりである。パンツのシルエットは多種多様にデザイン
展開されている。ディテール、シルエット、素材、着こなしなど様々
である。しかも、パンツでないとおしゃれでないというくらいパンツが
好まれて、その中には、図1、図2、図3のようなシルエットのサルエ
ルパンツも見受けられるようになった。そして、サルエルパンツは
若者だけのパンツであると思っていたが、近頃、中高年には異質
なスタイルであるはずのそれを中高年自身が着用している姿さえ
見かけるようになったのは驚きである。つまり、サルエルパンツも老
若男女問わずに穿かれているのである。ということは、気に入りさえ
すれば、年齢や男女差に拘らず着用するというのが、このサルエ
ルパンツのコンセプトでもあるのかもしれない。
　昨年の夏は、多くの若者のサルエルパンツが目立ったことも記憶
に新しい。もちろん中高年のサルエルパンツも混在していることも
忘れてはならない。
　サルエルパンツは、ファッション性の豊かさと、おしゃれ感を兼ね
備えたファッションスタイルのアイテムのひとつとされている。服飾
事典によれば、サルエルパンツ（Sarrouel　pants）とは、『股下がな
く、裾が輪になり、足を出す部分だけがあいているパンツのこと。袋
の底の両脇に穴をあけ、そこから足を出したようなパンツのことで、
スカートとズボンの中間のようなもの。』と定義されている。すなわち
図3のようなパンツであるが、図1、図2もサルエルパンツと呼ばれて
いるのである。
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　次に、松本敏子氏が福音館書店刊行の『たくさんの不思議』の
中で、民族服のシャルワ―ルを気に入った記述があったのでここ
に紹介する。5月にインドへ行った折、1年中で一番暑い季節、日
中は43度を超える毎日に、日本から持って行ったズボンでは暑く
てあせもが出来てしまう。そこで、インド人が着ている民族服、つ
まりシャルワ―ルに着替え、歩いてみた。するとどうだろう、ゆった
りしていて、涼しく、しかも、しゃがんでも、膝をたてても、足を大き
く広げても、少しも窮屈ではなかったのである。こんなにも穿きや
すく、どこも締め付けられないシャルワ―ルは、その後の衣服調
査ででも大いに役立ったと述べている。
　このように、シャルワ―ルのデザインは、国別により様々に異な
るであろうが、デザインそのものは大きく変わるものではなかっ
た。図4から図6のシャルワ―ルは、松本氏の紹介した一部である
が、すべての股に別布のマチがついているのがわかる。
　ここに図3のサルエルパンツに近いデザインで、もっとも簡単な
シャルワ―ルの作り方を図7、図8、図9に紹介する。素材はうすい
木綿を使用し、横は布幅そのまま、縦地は欲しいズボン丈（例：ウ
エストから足首）の2倍に、ウエストのゴム通しとして6～8cmの長さ
を準備し、足首を出す位置で切り込みを入れ、それを三つ折りに
して、ほつれないよう始末をする（図7）。その三つ折りの足首位置
で中表に折り、両端の耳を縫い合わせる（図8）。ウエストは部分
は、ゴム幅に合わせて三つ折りにし、ゴムを通して出来上がりで
ある（図9）。
　このような民族服からなるシャルワ―ルが、エスニックブームに
乗って若者に好まれたきっかけになったのが、1977年のパリコレ
クションであった。股の部分がおしめのようにつながった下体位
をシャルワールと呼び、これをモチーフにデザインされていた。こ
れをベースとたサルエルパンツが一般化し、登場したとの説もあ
る。このシャルワ―ルのディテールは、シルエット、素材、色、柄、
マチ、ゆとり等によってさまざまに変化し、楽しむことが好きな若
者に普及した所以であろう。このように若者は若者らしく、クオリ
ティの高さでシャルワ―ル、つまりサルエルパンツをファッション
に取り入れているのである。
　私の担当している学生達の多くも個性的なサルエルパンツを着
用している。彼らもこれらのスタイルに興味を示し、製作意欲も高
いことが窺える。実際に着用している学生に、「穿き心地はどう？」
と、問いかけると、「良いですよ」、「穿きやすい」という言葉が返っ
てくる。我々にとっては半信半疑である。階段の上がり降りは、走
れるの、自転車には乗れるの、足の開脚はどこまでなの、疑問は
募るばかりである。いわゆる股下が引っ張られて危なっかしい感じ
さえするのである。そんなサルエルパンツが、いま、なぜ人気なの
だろうかとの思いが今回の研究のきっかけとなった。
　そこで第1報では、若者のサルエルパンツ風の股上の長いパン
ツについて、アンケート調査を行い、動向と実態を探ることを目的
とした。
　2  サルエルパンツの起源とパターン紹介  
　冒頭にも述べたように、サルエルパンツとは股下がなく、裾が
輪になり、足を出す部分だけがあいているパンツのことであるが、
そのサルエルパンツをこの章ではシャルワールで表現する。
　シャルワールはイスラム教信者の穿く民族衣装であり、国によっ
てシャルワール、サルワール、サルール、シャルワ、サルアルなど
と様々な名称を持つ興味深いパンツでもあり、イスラム教が広ま
るのと一緒に、このパンツ伝わっていったと思われる。
　このシャルワールは、国により、名称、用途、着装などに特徴が
みられる。パキスタンは、イギリスの植民地であったインドから分
離独立した国であり、イスラムの宗教的戒律による特殊な衣服の
ほかは、インドとかなり似かよったものが多く、地域社会ごとに
種々な服の組み合わせがみられる。形もまったく同じもので、男
女共にシャルワ―ルを穿き、そのひとつのパターンとして、カミス
と呼ばれる長上衣とシャルワールにスカーフのドゥバタの組み合
わせがある。
　トルコでは、旧都イスタンブール（コンスタンチノーブル）がキリス
ト教、イスラム教の拠点であったため、この地は東西文化、物資
交流の地として繁栄し、民族衣装はとくにサルタン宮廷のハーレ
ムスタイルが象徴的なものとされていた。しかしその後、1923年以
来ケマル・バシャの新トルコ樹立により、全面的な生活改善が行
われ、イスラム教婦人の顔をおおう服装も廃止され、衣生活は一
般に西欧に近い服装になった。以来、世界的に知られるハーレ
ムの服装は、日常生活ではみられなくなり、今日では舞踏衣装な
どの観光用にその姿をとどめるのみとなった。そのハーレムスタイ
ルの代表的なものは、幅広の四角いビロード布に、足を入れる部
分だけ残して袋状に縫ったダブダブのズボンを穿いたものをシャ
ルワールと呼ぶ。上衣は直線裁ちの長そでボレロを組み合わせ
るのである。
　その他には、トルコの東のモンゴルのシリンゴル草原で行われ
るナダム祭では、相撲力士が穿くシャルワ―ルがある。ただし、そ
の名はモンゴル語でボツヒン・オモトといい、ボツヒンは相撲、オ
モトはズボンの意であり、このような伝統継承のみに穿かれてい
るシャルワ―ルも存在する。また、16世紀にスペインやポルトガル
人が日本に来た様子を描いた南蛮屏風には、トルコのシャルワ
―ルが穿かれている。これは、スペインやポルトガルは、トルコ人
と同じイスラム教を信仰していた北アフリカのムーア人に征服さ
れ、800年近く支配されていた経緯に由来しているからである。美
しいビロードのシャルワ―ルに、ラシャのマント姿が描かれ、ポル
トガル語でこの膨らんだズボンのことを“カルサン”と呼んでいた。
日本人もこれを真似て、その頃、穿いていた袴に手を加え、“軽
衫（かるさん）”というものを作った。それが日本国技の大相撲の
呼出しの服装として現存している。 
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体型、機能性、着こなしなどに加え、シルエットがきれい、質が良
い、背景やコンセプトがはっきりしている、意味がある、男女差が曖
昧なものなど様々な要因を受けながらファッション性が高められて
きている。男女差の曖昧さの中には、男性がスカート風のものをパ
ンツに重ね巻いたり、古着においては、男性物、女性物に関わら
ず、気に入れば、男性が女性物を女性が男性物を着用することも
ままあったりする。そうかといえば、ルーズであったり、フィット感で
着こなしてみたり、引きずる感もあればロールアップもあり、何が流
行で何が正統な着こなしかがわからなくなってきている。要する
に、自分だけの1着を求める若者が増えてきているのである。巷に
あふれる流行商品よりは、独特の雰囲気を持った個性的な1着に
価値を見出す昨今でもある。
　
　パンツもしかりである。パンツのシルエットは多種多様にデザイン
展開されている。ディテール、シルエット、素材、着こなしなど様々
である。しかも、パンツでないとおしゃれでないというくらいパンツが
好まれて、その中には、図1、図2、図3のようなシルエットのサルエ
ルパンツも見受けられるようになった。そして、サルエルパンツは
若者だけのパンツであると思っていたが、近頃、中高年には異質
なスタイルであるはずのそれを中高年自身が着用している姿さえ
見かけるようになったのは驚きである。つまり、サルエルパンツも老
若男女問わずに穿かれているのである。ということは、気に入りさえ
すれば、年齢や男女差に拘らず着用するというのが、このサルエ
ルパンツのコンセプトでもあるのかもしれない。
　昨年の夏は、多くの若者のサルエルパンツが目立ったことも記憶
に新しい。もちろん中高年のサルエルパンツも混在していることも
忘れてはならない。
　サルエルパンツは、ファッション性の豊かさと、おしゃれ感を兼ね
備えたファッションスタイルのアイテムのひとつとされている。服飾
事典によれば、サルエルパンツ（Sarrouel　pants）とは、『股下がな
く、裾が輪になり、足を出す部分だけがあいているパンツのこと。袋
の底の両脇に穴をあけ、そこから足を出したようなパンツのことで、
スカートとズボンの中間のようなもの。』と定義されている。すなわち
図3のようなパンツであるが、図1、図2もサルエルパンツと呼ばれて
いるのである。
　次に、松本敏子氏が福音館書店刊行の『たくさんの不思議』の
中で、民族服のシャルワ―ルを気に入った記述があったのでここ
に紹介する。5月にインドへ行った折、1年中で一番暑い季節、日
中は43度を超える毎日に、日本から持って行ったズボンでは暑く
てあせもが出来てしまう。そこで、インド人が着ている民族服、つ
まりシャルワ―ルに着替え、歩いてみた。するとどうだろう、ゆった
りしていて、涼しく、しかも、しゃがんでも、膝をたてても、足を大き
く広げても、少しも窮屈ではなかったのである。こんなにも穿きや
すく、どこも締め付けられないシャルワ―ルは、その後の衣服調
査ででも大いに役立ったと述べている。
　このように、シャルワ―ルのデザインは、国別により様々に異な
るであろうが、デザインそのものは大きく変わるものではなかっ
た。図4から図6のシャルワ―ルは、松本氏の紹介した一部である
が、すべての股に別布のマチがついているのがわかる。
　ここに図3のサルエルパンツに近いデザインで、もっとも簡単な
シャルワ―ルの作り方を図7、図8、図9に紹介する。素材はうすい
木綿を使用し、横は布幅そのまま、縦地は欲しいズボン丈（例：ウ
エストから足首）の2倍に、ウエストのゴム通しとして6～8cmの長さ
を準備し、足首を出す位置で切り込みを入れ、それを三つ折りに
して、ほつれないよう始末をする（図7）。その三つ折りの足首位置
で中表に折り、両端の耳を縫い合わせる（図8）。ウエストは部分
は、ゴム幅に合わせて三つ折りにし、ゴムを通して出来上がりで
ある（図9）。
　このような民族服からなるシャルワ―ルが、エスニックブームに
乗って若者に好まれたきっかけになったのが、1977年のパリコレ
クションであった。股の部分がおしめのようにつながった下体位
をシャルワールと呼び、これをモチーフにデザインされていた。こ
れをベースとたサルエルパンツが一般化し、登場したとの説もあ
る。このシャルワ―ルのディテールは、シルエット、素材、色、柄、
マチ、ゆとり等によってさまざまに変化し、楽しむことが好きな若
者に普及した所以であろう。このように若者は若者らしく、クオリ
ティの高さでシャルワ―ル、つまりサルエルパンツをファッション
に取り入れているのである。
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　私の担当している学生達の多くも個性的なサルエルパンツを着
用している。彼らもこれらのスタイルに興味を示し、製作意欲も高
いことが窺える。実際に着用している学生に、「穿き心地はどう？」
と、問いかけると、「良いですよ」、「穿きやすい」という言葉が返っ
てくる。我々にとっては半信半疑である。階段の上がり降りは、走
れるの、自転車には乗れるの、足の開脚はどこまでなの、疑問は
募るばかりである。いわゆる股下が引っ張られて危なっかしい感じ
さえするのである。そんなサルエルパンツが、いま、なぜ人気なの
だろうかとの思いが今回の研究のきっかけとなった。
　そこで第1報では、若者のサルエルパンツ風の股上の長いパン
ツについて、アンケート調査を行い、動向と実態を探ることを目的
とした。
　2  サルエルパンツの起源とパターン紹介  
　冒頭にも述べたように、サルエルパンツとは股下がなく、裾が
輪になり、足を出す部分だけがあいているパンツのことであるが、
そのサルエルパンツをこの章ではシャルワールで表現する。
　シャルワールはイスラム教信者の穿く民族衣装であり、国によっ
てシャルワール、サルワール、サルール、シャルワ、サルアルなど
と様々な名称を持つ興味深いパンツでもあり、イスラム教が広ま
るのと一緒に、このパンツ伝わっていったと思われる。
　このシャルワールは、国により、名称、用途、着装などに特徴が
みられる。パキスタンは、イギリスの植民地であったインドから分
離独立した国であり、イスラムの宗教的戒律による特殊な衣服の
ほかは、インドとかなり似かよったものが多く、地域社会ごとに
種々な服の組み合わせがみられる。形もまったく同じもので、男
女共にシャルワ―ルを穿き、そのひとつのパターンとして、カミス
と呼ばれる長上衣とシャルワールにスカーフのドゥバタの組み合
わせがある。
　トルコでは、旧都イスタンブール（コンスタンチノーブル）がキリス
ト教、イスラム教の拠点であったため、この地は東西文化、物資
交流の地として繁栄し、民族衣装はとくにサルタン宮廷のハーレ
ムスタイルが象徴的なものとされていた。しかしその後、1923年以
来ケマル・バシャの新トルコ樹立により、全面的な生活改善が行
われ、イスラム教婦人の顔をおおう服装も廃止され、衣生活は一
般に西欧に近い服装になった。以来、世界的に知られるハーレ
ムの服装は、日常生活ではみられなくなり、今日では舞踏衣装な
どの観光用にその姿をとどめるのみとなった。そのハーレムスタイ
ルの代表的なものは、幅広の四角いビロード布に、足を入れる部
分だけ残して袋状に縫ったダブダブのズボンを穿いたものをシャ
ルワールと呼ぶ。上衣は直線裁ちの長そでボレロを組み合わせ
るのである。
　その他には、トルコの東のモンゴルのシリンゴル草原で行われ
るナダム祭では、相撲力士が穿くシャルワ―ルがある。ただし、そ
の名はモンゴル語でボツヒン・オモトといい、ボツヒンは相撲、オ
モトはズボンの意であり、このような伝統継承のみに穿かれてい
るシャルワ―ルも存在する。また、16世紀にスペインやポルトガル
人が日本に来た様子を描いた南蛮屏風には、トルコのシャルワ
―ルが穿かれている。これは、スペインやポルトガルは、トルコ人
と同じイスラム教を信仰していた北アフリカのムーア人に征服さ
れ、800年近く支配されていた経緯に由来しているからである。美
しいビロードのシャルワ―ルに、ラシャのマント姿が描かれ、ポル
トガル語でこの膨らんだズボンのことを“カルサン”と呼んでいた。
日本人もこれを真似て、その頃、穿いていた袴に手を加え、“軽
衫（かるさん）”というものを作った。それが日本国技の大相撲の
呼出しの服装として現存している。 
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図4：パキスタン
図7 図8 図9
図5：トルコ 図6：ウズベク
ウエ ストから足首までの長さの倍
＋
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ほつれないよう始末する
布幅
両端を縫い合わせる 両端を縫い合わせた後に、
ウエストの紐通しを作り、紐を通す
　3  アンケート調査
3.1  調査方法
　 調査時期は2011年4月中旬に質問紙を用い、集合調査法で
行った。調査対象者は、2大学の学生の1回生から大学院生まで
の240名で、内訳は男性34名、女性206名である。回収率は100％
で有効回答率は94.2％であった。設問内容はサルエルパンツの
認知度、着用経験、好み、穿き心地、活動度、所持枚数、着用頻
度などの14項目である。集計方法は単純集計、クロス集計を行っ
た。なお、アンケート調査での回答意識の統一性を図るために、
学生達が好んで穿いていると思われる図10、図11のようなサルエ
ルパンツの類似デザインを数点見せた上で、回答を得た。
3.2  結果および考察
　 アンケート結果から、まず、「サルエルパンツを知っているか」と
の設問では、98.2％の学生が知っていると答えた。「好きですか」
との好みの設問では、好き63.75％、嫌い9.33％、わからない
27.0％であった。
　では、「穿いたことがあるか」との着用の有無を尋ねてみた。図
12のように、穿いたことがある57.5％、穿いたことがない41.6％、
無回答0.9％の回答であった。図13の　「穿いてみたいか」　との
着用願望からの設問では、穿いてみたい74.3％、いいえ17.3％、
わからない8.4％であった。また、男女別では、男性の穿いてみた
いが52.95％、女性の穿いてみたいが59.71％であった。これらか
ら認知度は高かったものの、「好きですか」　との設問では、嫌
い、わからないと回答した人を合わせると36.33％の若者が興味
を示さなかった。
　がしかし、「穿いてみたいか」　との設問では、いいえ、わからな
いと回答した人は、25.7％あったことから、好きという興味は示さ
なかったものの、穿いてみたいと思った人もわずかながら含まれ
ていたことがわかる。
　また、穿いてみたいと思っている若者は約74.3％に対して、穿
いたことのある若者は約57.5％であったことから、穿きたくても穿
く機会がなかったことが窺える。さらに、サルエルパンツを穿いて
みたい人が74.3％あったにもかかわらず、好きと答えた人が
63.75％という結果が得られたことは意外であった。また、穿きたく
ないとわからないを合わせた回答者が25.7％あったことは、若者
の多くはサルエルパンツに興味を持っているという先入観もあっ
たのではと感じ取れる結果であった。
　それを表1のように「好み」と「着用願望」のクロス集計を行った
結果、好きと答えた人の穿いてみたい人数は134人であったが、
有意差はみられなかった。
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図10 図11
着用願望
穿いてみたい
穿いてみたくない
わからない
総計
好き
134
9
1
144
嫌い
1
19
1
21
わからない
33
11
17
61
表1：好みと着用願望 （人数）
総計
168
39
19
226
好み
図12：着用の有無
はい 57.5%いいえ 41.6%
穿いたことがあるか否か 無回答 0.9%
図13：着用願望
はい 74.3%
いいえ 17.3%
穿きたいか否か わからない 8.4%
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  そこで、「着用の有無」と「着用願望」についてのクロス結果を
表2でみてみると、穿いたことがあると答えた人の着用願望の人
数は、120人であった。穿いたことのないと答えた人の着用願望
の人数は48人であり、有意差がみられた。
　次に、着用経験者のみに設問をした。着用したことのある若者
から、「穿き心地」　を尋ねてみた。とてもよい36.2％、まあまあよい
38.5％、普通18.5％、あまりよくない4.6％、悪い1.5％、無回答
0.8％の結果であった。とてもよいとまあまあよいが74.7％と高い比
率を占めたことから、穿き心地は概ね良好であったことがわかる。
　続いて図14のように、「動きやすさ」　の設問をしてみた。とても
動きやすい21.5％、まあまあ動きやすい33.8％、普通25.4％、あ
まりよくない15.4％、悪い3.1％、無回答0.8％であった。過半数の
若者からは、動きやすいとの回答が得られた。
　以上から、穿き心地や動きやすさは、概ね良好であったことが
伺える。しかし、穿き心地の悪さと動きにくさへの回答も多くあり、
今後の課題にしたい。特に、動きやすさについては、普通
25.4％、あまり良くない15.4％、悪い3.1％と高い比率を占めたの
で今後も注目していかねばならない。
　表3の「動きやすさ」と「穿き心地」についてのクロス集計からは、
とても動きやすいと答えた人の穿き心地のとてもよい人数は21人
であり、まあまあの動きやすさと答えた人の穿き心地もまあまあ良
い人数は21人であり、有意差がみられた。
　同様に、表4の「穿く頻度」と「穿き心地」についてのクロス集計
からも、良く穿くと答えた人の穿き心地がとても良い人数は17人、
たまに穿く人と答えた人の穿き心地がとても良い人数は28人、あ
まり穿かないと答えた人のまあまあの穿き心地の人数は21人で
あったことからも有意差がみられた。
　次に、「所持枚数」について尋ねてみた。所持枚数は1枚
48.5％、2枚23.8％、3枚8.5％、4枚10.0％、5枚以上8.5％、無回
答0.8％であったことから、興味本位と思われる1枚が一番多く
あった。それに比べ、気に入って穿いている若者の所持枚数の
4，5枚に及ぶ比率は18.5％と高い回答には驚かされた。つまり、
気に入った若者は何枚も所持していたのに対して、ほぼ半数の
若者は1枚のみで留まっていたことが窺える。これは穿いてみた
い、流行だから、夏だからとの一過性の理由から所持したのであ
ろうと推測される。
　図15の「着用頻度」は、よく穿く19.2％、たまに穿く50.0％、あま
り穿かない30.0％、無回答0.8％の回答であった。
図14：動きやすさ
とても動きやすい
21.5%
まあまあ動きやすい
33.8%
普通
25.4%
あまりよくない
15.4%
悪い 3.1% 無回答 0.8%動きやすさ
着用願望
はい
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総計
はい
120
7
5
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いいえ
48
32
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表2：着用の有無と着用願望
総計
168
39
19
226
着用の有無
**:p<0.01
（人数）
穿き心地
とてもよい
まあまあよい
普通
あまりよくない
悪い
総計
とても
動きやすい
21
6
1
0
0
28
あまり
よくない
4
6
5
5
0
20
まあまあ
18
21
5
0
0
44
普通
4
17
11
1
0
33
悪い
0
0
2
0
2
4
表3：動きやすさと穿き心地
**
総計
47
50
24
6
2
129
動きやすさ
（人数）
穿き心地
とてもよい
まあまあよい
普通
あまりよくない
悪い
総計
よく穿く
17
4
2
1
1
25
たまに穿く
28
25
11
1
0
65
あまり穿かない
2
21
11
4
1
39
表4：穿く頻度と穿き心地
総計
47
50
24
6
2
129
穿く頻度
**
（人数）
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　表5の「動きやすさ」と「着用頻度」についてのクロス集計から
は、とても動きやすいと答えた人の着用頻度はたまに穿く人数で
18人と有意差がみられた。
　更に図16は、「穿く理由」を複数回答で得られた結果である。楽
だから61.5％、おしゃれだから56.2％、好きだから44.6％、体型隠
し31.5％の順であったことから、春夏は、ゆったりとしていると涼し
く着られ、それでいて体型隠しになる利点が好まれた理由であろ
う。好きだから、おしゃれだからは、ファッションに敏感な若者の
感想と受け止めたい。しかしそうであれば、流行、着こなし自由、
カッコいいとの内容にも高い比率を占めてもよかったのではない
だろうか。その予測は大きく外れた。着心地（穿き心地）、着こな
し活動的からは、高い比率が窺割れなかったのは、サルエルパ
ンツへの穿き心地がよくなかったのであろうか。「穿き心地」の設
問では、良かったとの回答者は74.7％であったことから、ファッ
ションの内容が前面に出るとそちらへ流れてしまうようである。設
問の仕方への難しさも感じ取れた。
　そこで、「着用の有無」の設問で穿いたことのない41.6％の回答
者に、「穿かない理由」を複数回答で尋ねてみた。その結果は、
図17のような結果であった。“好み”のくくりとしては、カッコ悪い、
嫌い、おしゃれではない、流行ではないなどを合わせた比率は
低かった。同様に “着用感”のくくりでは、着こなしにくい、穿きに
くそう、活動的ではない、着心地が悪いなどに高い比率を占めた
ことに特徴がみられた。“外見から”のくくりでは、体型が出る、し
わになるからの内容からは低かった。これらから、若者のサルエ
ルパンツを穿かない理由としては“好み”のくくりの比率が一番多
いと推測していたが、“着用感”からの比率が一番多い結果に
なったことがわかった。
　しかし、穿いたことのない人（94人）が、穿いてみたいかとの設
問では、穿いてみたい48人、穿きたくない32人、わからない14人
の内訳だったことから、穿いたことのない人も穿いてみたいとの着
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図17：穿かない理由
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図15：着用頻度
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表5：動きやすさと着用頻度
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　さらに、設問では回答しにくい理由を「その他」の項目に記述式
で尋ねた結果をまとめてみる。 “穿きたいが穿く機会がなかった”
理由からは、①欲しい形・色が見つからなかった、②買う機会が
なかった、③穿きこなせないから等が多かった。“まったく穿く意
思がない”理由からは、①自分には似合わない、②穿く勇気がな
い、③太って見える、④足が短くみえる、⑤股下のデザイン的ゆ
とりが嫌、⑥自転車やバイクに乗れない、⑦流行が過ぎるまで待
つ等であった。このことから、サルエルパンツは、穿く勇気も必要
である共に、股下のゆとりがかえって穿きづらい、自転車に跨ぎ
づらいなどが着用しづらいキーポイントになったようだ。筆者達も
同感であった。
　この結果を踏まえたうえで、サルエルパンツの着用経験者に対
して次の設問をした。それは今後の「着用意思」を尋ねることであ
る。着用意思がある71.5％、ない3.1％、わからない20.0％、無回
答5.4％の結果であった。このことから、着用意思のある人は、
「穿き心地」が良いと答えた人（とてもよい36.2％、まあまあよい
38.5％）74.7％と同等な比率が得られたことから、今後も着用意
思があることが推測される。
　また、今後の着用意思がない、わからない、無回答を合わせる
と28.5％になった。これは、穿き心地の悪さに回答した人（普通
18.5％、あまりよくない4.6％、悪い1.5％）の合計が24.6％であっ
たことから、今後の着用意思がないことにつながる結果であると
考えられる。
　更に、所持枚数から読み取ると、1枚の所持枚数者に、穿き心
地が普通14人、あまりよくない3人、悪い1人に多くあったことから
もわかった。そして、今後の着用意思がわからないと答えた20％
の内訳からは1枚の所持枚数者が一番多い回答者であったこと
から、着用経験者の浅さがこの回答に至ったと考えられる。
　4  おわりに
　アンケートの結果、次のようなことが窺えた。
1）サルエルパンツの認知度は高かったが、36.33％の若者が好
きとは言えなかった。
2）好きではないが穿いてみたいと興味を示した人が意外に多く
あった。
3）穿き心地や動きやすさは概ね良好であったが、穿き心地の悪
さと動きにくさへの回答も多くあったことも考慮しなければならな
い。
4）サルエルパンツを気に入っている回答者は何枚も所持してい
たが、約半数の回答者は1枚のみで留まっていたことは穿いてみ
たい、流行だから、夏だからとの一過性の理由と推測される。
5）サルエルパンツの未着用理由は、流行や見かけだけでの判断
ではなく着用感という機能性や着心地の悪さを推測できた。
6）若者のパンツへの思いと実際に穿きたいとの思いには、必ず
しも一致しないことがわかった。着用感が良ければ、あるいは着
心地がよければ、着用意思があることが窺われた。
7）サルエルパンツは、股下のゆとりがあり過ぎて穿きづらい、自
転車に跨ぎづらいなどの着用しづらいキーポイントになった。
8）サルエルパンツのデザインは多種多様にあるため、1枚しか
持っていない若者にも数枚持っている若者と同様の設問として、
穿き心地や機能性を問うたことには、やや無理があったかもしれ
ない。何枚もの着用者だからこそ判断できる設問もあることを理
解しなければならなかった。
　アンケートの質問の最後に、サルエルパンツに限らずその他の
パンツを購入する時は、どんなことに気をつけて購入するのかを
回答者全員に尋ねてみたところ、図18のような結果が得られた。
サイズ、シルエット、値段、色や柄の項目が圧倒的に多くあった。
続いて、デザイン、コーディネートのしやすさ、素材の順であっ
た。サイズは、体型に重要であり、値段もその時の予算に応じて
考慮しなければならない。シルエット、色や柄、デザイン、コー
ディネートのしやすさに上位を占めたことは、若者のパンツ選び
の理由の特徴が導き出された。これらは、個性を大切に思えばこ
その若者のこだわりであろう。さらに、パンツは時流のファッション
であるのみならず、体型への考慮やパーソナリティとあいまって、
上衣ほどデザインがないにもかかわらずパンツへの思いは、強く
感じとれた。つまり、上衣同様、パンツ選びにも自分自身をア
ピールするファッションを好むことがわかった。それが、サルエル
パンツのコンセプトにもなっているようである。
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図18：パンツ購入時に考慮すること
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　以上のことから、若者のサルエルパンツへの意識と動向がわかっ
た。次稿では、これらを参考に機能性、着心地、美しいシルエットの
出し方、好みの色・柄等を満足させるサルエルパンツの提案をして
いきたい。
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